
震災、東日本大震災、熊本地震では救
援物資を運んでいます。

県人会とゼミで得た
生涯を支える学び

　大学入学は1982年。生田校舎下に
当時あった寮へ入寮し、部活動はしま
せんでしたが熊本県人会に入り、その
活動に力を注ぎました。会には応援団
所属の先輩がおられて、専大“建学の
精神”と“報恩奉仕”、礼儀作法から
上下関係まで、みっちりと叩き込まれ
たものです。特に私が１年次のころは、
とにかく先輩方の“指導”がアツく、
私の逃げ場所は授業しかなくて「先輩、
大学へ出てきます！」と（笑）。おか
げで１〜２年次のうちに単位はほとん
ど取得し、３〜４年次はアルバイトば
かりして過ごしました。
　ゼミでは同郷・熊本出身の西川（利
行）先生に師事し、野田醤油事件を事
例に、談合や独禁法について勉強しな
がら、先生や仲間たちといろいろな議

父親と将来の夢を語り合うわけです。
その皆さんの熱意を目の当たりにして、
家業を継ぐことを決意しました。

建設業界の実態を知り
組織改革を断行

　そうして卒業後は地元に帰るわけで
すが、もともと家を継ぐ気がなかった
ので、建設業の知識はまったくなし。
県の土木部が運営する学校で１年間勉
強、建設技術を身に付けてから入社し
て、５年ほど現場で働きました。
　当時の九建は、建物の基礎工事が中
心の会社でしたが、私は県の学校で学
んだこともあって公共工事に興味があ
り、その分野への進出を父に進言した
のです。以降、現・親会社であるグル
ープの九建総合開発とともに基礎工事、
公共工事の両輪で事業を行っていたの
ですが、業務を分けることになり、92
年に九建は道路工事・災害復旧工事・
河川工事専門、九建総合開発は基礎工
事に特化する形となります。

論を交わしました。楽しく学んだこと
がいい思い出です。４年次には、アル
バイト先の居酒屋で知り合った方が勤
める酒造メーカーへの就職も決まり、
卒業を待つばかりでしたが、父親から、

「家業を継いでほしい」と何度も言わ
れるように。大学に入るとき、「俺は
継がないから」と伝えていたのですが
……。
　父は、勤めていた杭メーカーから独
立して、74年に現・子会社の九建を興
しましたが、会社の将来も考えなくて
はならない時期になり、どうしても息
子に帰ってきて手伝ってほしい、とい
う思いがあったようです。私は父の背
中を見て育ち、建設業界の大変さを知
っていたので、どちらかというと普通
のサラリーマンになりたかったのです
が、父は「お前しかいないんだ」と。
ずっと迷いながら、卒業を控えて正月
に帰省したところ、九建社員の方々が
入れ代わり立ち代わり実家を訪れてき
ては、「会社をこうしていこう」と、

受け継ぎ、進化させる。
改革意識が未来を拓く
移動式の廃アスファルト再生機を独自に開発、日本国内のみならず、

東南アジアでも舗装道路の補修工事を支援し、社会的貢献度の高い仕事を手がける新永隆一さん。

プライベートでは飛行機、ヘリコプターを乗りこなし、災害時にはボランティアで救援物資運搬も行う。

精力的な活動と、その原点となった専修大学時代を語る。

わ れ ら 専 修 人

File N
o. 156

私が社長を務める九建総合開発は、
創業以来、杭打ちのスペシャリ

ストとして建築物の基礎工事を九州一
円で手がけてきました。子会社の株式
会社九建ほか関連４社とともに九建グ
ループを構成し、現在、全体で社員96
名、臨時雇用の人材も含めると110名
ほどが在籍しています。
　今から20年前、他社との一番の差別
化は、“空撮”技術でした。依頼され
た施工物の着工前、竣工後、また災害
発生時にはその状況などを空からヘリ
コプターで写真に収めるのです。操縦
するのは私です。
　実は、学生時代に知り合った友人が
アメリカでヘリコプター・飛行機免許
取得の講師をしていたことで興味を持
ち、27歳のときに休暇を取って渡米。
１カ月ほどでヘリの免許を取得、帰国
してヘリコプターを購入したのです。
　当社の技術は地元の熊本県や国交省
からのニーズも高く、また災害救護な
どをボランティアとして行っている赤
十字飛行隊の隊員として、阪神淡路大

株式会社九建総合開発　
代表取締役
赤十字飛行隊副隊長兼
熊本支隊長

新永隆一さん
（昭61・法律）

卒業式当日、クラスメートと。前列中央が新永さん。当時、卒業旅行は一般的ではなかったが、
他大学の学生らを集め、旅行代理店で卒業旅行を企画しヨーロッパ一周旅行を行った

友人がパイロット免許の講師を務めるアメリカにて。２カ月間で免許
取得の予定だったが、１カ月で合格した

しんなが　りゅういち●1963（昭和38）年生まれ。
熊本県熊本市出身。専修大学法学部法律学科卒。
東京の酒造メーカーへ就職が決まっていたが、父
親の願いに応え、家業の一つ・株式会社九建に就
職。実地で経営を学び、92年、同社社長に就任。
2018年、実父が代表取締役を務めていた親会社
の株式会社九建総合開発を引き継ぎ、現在に至る。
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に上がり、そこから協会内の改革を行
いました。特定の企業さんだけが優遇
される談合は排除し、競争力、実力の
ある業者が受注できる制度を目指した
わけです。また、地域で災害があった
際などに、周辺の業者が協力して復興
工事を行えるような協会を目指しまし
た。公平な組織づくりが狙いでしたが、
それまで我田引水を通してこられた一
部の企業さんには嫌われましたね。そ
れでも結果的に改革がうまくいったの
は、父の地元への影響力が強かったか
らだと想像しますが、父に対して「息
子をなんとかしろ」という話もたくさ
んあったことでしょう。でも父は、「息
子が決めたことだから俺はタッチしな
いよ」と、一線を引いてくれていたよ
うです。

これまでの分野とは異なる
廃アスファルト再生に着目

　そうしたなか、私が九建で開発した
のが「移動式廃アスファルト再生機」
で、古いアスファルトを再生し、改め
て舗装で使えるようにするマシーンで
す。インフラ整備がほぼ整った日本国
内において、先々の工事にどれだけ期
待できるか？　いま以上の需要は見込

的なことを固めていないと、いずれ立
ち行かなくなると思っています。特に
この業界は、そうしたことがすぐ事故
につながってしまう。だからこそ人材
育成には力を入れており、社員には入
社後１週間の研修中に、基礎をしっか
り身に付けてから仕事に臨んでもらう
ようにしているのです。
　私自身は、常日頃からあまり悩まな
い性格で、試練に直面したときでも、
乗り越えられる、なせばなる、と前向
きにとらえています。目には触れない
建物の基礎のように、私の根底には専
大での学びが“杭”として打たれてい
ると感じます。そんな気持ちを持ちな
がら、世界へ目を向けていきたいです
ね。　　　　　　　　　　　　 　（談）

慨を覚えながら知るわけです（笑）。
そのころ私は27〜28歳、まわりの社
長は50〜60代の方ばかりで、意見す
ることなどはまったくできず、言われ
たことをそのまま受けるしかない。数
年間、そんな状態でずっと押さえつけ
られていましたね。
　35歳のころ、私が建設業協会の理事

を伝え、なんとか理解を得ら
れました。
　現在、アスファルト工場の
ない離島や、工場から遠い山
間部などで、この機械を全国
に少しずつ広めているとこ
ろです。具体的には、農道、
観光農園の歩道、災害復旧、
上下水道の仮復旧工事など
に活用しています。防衛省で
も採用され、その１機目が沖
縄で稼働。今後、国内で約
20台が運用される予定です。
また、JICA（国際協力機構）
の支援事業として、タイでも
道路整備に利用され始めて
います。今後は、タイを中心
としてASEAN諸国で需要を
喚起していこう、と考えてい
ます。

目には触れない部分が
自らを支えている

　18年に九建総合開発を父から引き
継ぎ、グループ社員と家族の生活を守
る立場となりました。人も建物も“確
かな基礎をつくる”、というのが私の
理念です。なにをやるにしても、基本

　同年、私が九建の社長に就任してか
らは、建設業界での会社の立場を上げ
ていくために、さまざまな活動をしま
した。当時、この業界は、まさに談合
で動いていたのです。大学で西川先生
から学んだ事例のリアルな実態を、「あ
あ、談合ってこういうものなんだな、
これが法律に抵触するんだな」と、感

めるのか？　と考え、絶対になくなる
ことのない道路の維持補修・管理なら
ば継続性があるのでは、と注目しまし
た。そこで、「道路に特化して何かや
ろう」と決意して、まったく知らなか
ったアスファルトについて、ゼロから
勉強を始めることに。たまたま社の隣
がアスファルト工場でしたので、視察
させてもらいながらその成分を分析し、
2005年ごろから廃アスファルトを再
生する研究に着手。再生には、窯のな
かで廃アスファルトを温めなおす必要
があり、似たような製品をつくってい
た仙台の会社にお願いして機械の開発
を始め、温めては冷やすことを繰り返
す日々。今考えると、なにもわからず
によくそんなことを始めたな、と思い
ます。無謀でしたね（笑）。
　それでもようやく機械が完成し、特
許も取り、世間に広めようとなったと
き、アスファルト協会から「待った」
がかかります。新旧アスファルトの混
在は許されない、と。国交省・アスフ
ァルトメーカーともに同様の言説でし
たが、こちらが目指すのはあくまでも
道路の維持補修で、応急処置として工
事を行うもの。統計上、該当する箇所
は日本全体でも３％以下だということ

九建グループ 検 索

熊本市北区の避難所に物資を届け、被災者に手渡しする新永さん

写真中央が「移動式廃アスファルト再生機」。はぎ取った舗装を銀色の窯の部分で加熱する。添加剤を補うことで耐久性のあ
る材料となり、産業廃棄物やCO2の発生も抑制できる西日本豪雨時に赤十字飛行隊が救援物資を被災地に届けた際に撮影（左から２人目が新永さん）

取材前日には日本赤十字社の和歌山支部を訪れ、熊本地震の復興報告を行っ
た。熊本から自家用飛行機で岡山にある整備工場まで飛び、さらに和歌山の
南紀白浜空港に到着。帰りは和歌山から岡山まで飛び、台風の影響により新
幹線で熊本に戻るというスケジュールの中、取材を受けていただいた

赤十字飛行隊と防災士会合同訓練の際のスナップ（前列左が新永さん）
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